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婚姻届出件数の推移
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本町の年少人口は、1980年の3,346人をピークに減少を続け、2015年の国勢

調査では総数1,036人、総人口に占める割合は9.2%と10%を割る状況となって

いる。特に、総人口の推移でみたとおり、生産年齢人口全体の減少が進んでいるこ

とに加え、合計特殊出生率の緩やかな減少も相まって、1997年に年間107人の出

生があった状況が、2015年には57人と約半数にまで減少している。 

 住民基本台帳を基に、2010年（H22）から2015年（H27）の年少人口の推移

を年齢階級（５歳）別に確認すると、減少数及び減少率はそれぞれ0-４歳が△53

人（△15.9％）、5-9歳が△86人（△19.9%）、10-14歳が△68人（△13.9％）

となっており、若干の減少幅に差があるものの全ての世代で減少傾向にあることが

わかる。出生数が減少傾向にあることから0-4歳の総数が最も少なく、次年度に新

たに上の年齢階層に入る年齢層の差（0歳と5歳、5歳と10歳）がそのまま減少幅

となっている。社会増を除外して考えるならば、年少人口の減少は、今後新たに生

産年齢人口に加わる数の減少を意味しており、本町の将来の担い手が減少し続けて

いるということである。 

② 保育所、小中学校の状況 

■住民基本台帳に基づく年少人口（年齢別の推移） 

H23 H24 H25 H26 H27 

就
学
前
児
童

0歳 58 47 46 46 56 
1歳 60 66 56 48 56 
2歳 77 60 59 56 51 
3歳 59 76 68 57 53 
4歳 80 58 79 66 57 
5歳 82 79 59 76 68 
計 416 386 367 349 341 

小
学
生

6歳 67 83 80 58 76 
7歳 96 65 82 83 61 
8歳 102 97 67 81 80 
9歳 86 99 97 64 80 

10歳 91 86 100 96 63 
11歳 81 93 88 100 95 

計 523 523 514 482 455 

中
学
生

12歳 111 82 95 86 100 
13歳 100 110 81 94 85 
14歳 107 103 109 82 95 

計 318 295 285 262 280 
合計 1,257 1,204 1,166 1,093 1,076 

現在、町内には４つの町立保育所があり、それぞれの利用状況は下記のとおり。

平成23～27年度では、０-５歳人口と同じく入所者数も減少傾向にあるものの、

対象年齢人口に占める利用率で見ると逆に上昇し、平成27年度においては90％を

超える利用率となっている。 

 いずれの保育所でも入所定員に対して入所対象年齢（0-５歳）の人口が下回って

いることから、仮に町内全ての児童が保育を必要とする状況となったとしても、施

設規模を要因とする待機児童は発生しない。したがって、都市部において問題とな
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1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

100.0% 90.7% 78.6% 64.7% 53.1% 58.1% 40.2% 37.3%

100.0% 97.4% 105.5% 109.9% 89.3% 65.0% 51.0% 52.1%

100.0% 100.7% 100.3% 105.8% 107.7% 106.3% 98.0% 95.4%
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